
生徒指導だより 令和６年５月７日

氷見市立南部中学校

暦では６月から衣替えにより、夏服となります。しかし、心地よいと感じる気温は一人一人違います。そ

のため、衣替えの移行期間を設けます。移行期間中は、天候や体調に合わせて夏服も冬服も着用することが

できます。また、夏服を着用する場合は、下記のことを守って、規律ある学校生活を送っていきましょう。

保護者の皆様におかれましては、夏服の準備をお願いします。

移行期間 ５月１３日（月）～６月１４日（金）

６月１７日（月）より全員夏服

□決まりを守り、南部中学校の生徒らしく、自覚と責任ある行動をしよう！（生徒心得より）
身だしなみ１ 制服

○学生服タイプ

・学生服の下に着るものは、カッターシャツ、Ｔシャツ、トレーナー、セーター、ベスト等いずれでもよい

が、色（白、黒、紺等が望ましい）や形が派手にならないようにしましょう。

○セーラー服タイプ

・セーラー服の下に着るものは、Ｔシャツ、トレーナー、セーター、ベスト等いずれでもよいが、色（白、

黒、紺等が望ましい）や形（えりなしでＶゾーンから見えないものが望ましい）が派手にならないように

しましょう。

身だしなみ３ 頭髪

・勉強、スポーツのしやすい髪型にしましょう。肩にかかる場合はゴム（黒、紺）で結びましょう。

・健康のため、目にかからない長さにしましょう。

・髪を染めたり脱色したりしてはいけません。

心の絆 Ｎｏ．２

学生服タイプ
・白無地の長そで、又は半そでのカッターシャツ、学校指
定の白色ポロシャツを着用する。第一ボタンのみ外して
もよい。
・ベルト（黒）をきちんとしめ、カッターシャツの裾はズ
ボンの中に入れる。（ベルトがしっかり見えるようにし
ておく）ポロシャツの裾はズボンの外に出す。
・ズボンはタックの無い標準タイプとする。
・ズボンの長さと靴下の長さを適切なものにして、肌が見
えないようにする。

セーラー服タイプ

・白の長そで、又は半そでセーラー服（幅

１cmの白線１本）、又は学校指定の白色

ポロシャツを着用する。

・セーラー服の裾は、スカートと十分重な

る長さにし、うつむいても背中がで出な

い長さとする。

・スカート丈は膝がかくれる長さとし、短

くしたり長くしたりしない。

学生服タイプ、セーラー服タイプ共通
・制服の胸ポケットに名札・校章・組章をきちんと付ける。（学生服タイプも台布を用いる）
・袖口のボタン、ホックをきちんと留める。
・長袖のシャツの袖を曲げない。暑くなってきたら半袖の制服を着る。


